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東北大学大学院医学系研究科
外科病態学講座泌尿器科学分野
■同門会会員数　216 名
■外来患者数　17,604 名／年
■手術件数　539 件／年
■病床数　34 床
■関連病院
石巻赤十字病院
岩手県立磐井病院
大崎市民病院
雄勝中央病院
公立気仙沼総合病院
白河厚生総合病院
仙台医療センター
仙台社会保険病院

仙台市立病院
仙台赤十字病院
総合磐城共立病院
東北労災病院
八戸市立市民病院
宮城県立がんセンター
宮城県立こども病院
山形県立中央病院   ほか

最先端の臨床と研究を通じて
理想の泌尿器科医を輩出する
前立腺がんや、原発性アルドステロン症の診断・治療などで、
世界的にも高い評価を得ている
東北大学大学院医学系研究科外科病態学講座泌尿器科学分野。
研究面でも、泌尿器悪性腫瘍から、疫学調査、工学部との共同リサーチなど、
広範な領域で突出した成果を見せつける。
今年創設50周年を迎える伝統ある教室は、優れた泌尿器科医を育成しながら、
今この瞬間もたゆまぬ革新と進化を続けている。



　
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
外
科
病

態
学
講
座
泌
尿
器
科
学
分
野（
以
下
、教
室
）は
、

同
大
医
学
部
第
一
外
科
出
身
で
、
福
島
県
立

医
科
大
学
第
一
外
科
教
室
教
授
を
務
め
て
い

た
宍
戸
仙
太
郎
教
授
を
迎
え
て
、
１
９
５
９

年
に
開
講
さ
れ
た
。
本
邦
の
伝
統
あ
る
泌
尿

器
科
学
教
室
の
多
く
が
、
皮
膚
・
泌
尿
器
科

を
源
流
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は

欧
米
の
泌
尿
器
科
と
同
様
、
純
粋
な
外
科
由

来
の
教
室
で
あ
る
。
以
来
、
ま
ず
は
神
経
因

性
膀
胱
や
ア
ン
ド
ロ
ロ
ジ
ー
の
分
野
で
先
駆

的
な
業
績
を
あ
げ
、
続
く
折
笠
精
一
・
第
２

代
教
授
の
時
代
に
は
、
初
代
教
授
の
成
果
を

発
展
的
に
継
承
し
な
が
ら
、
尿
路
結
石
の
内

視
鏡
手
術
や
体
外
衝
撃
波
治
療
法
を
確
立
、

小
児
泌
尿
器
科
の
臨
床
面
で
後
世
に
つ
な
が

る
功
績
を
残
し
た
。

　
今
年
で
創
設
50
周
年
、
わ
が
国
の
泌
尿
器

科
領
域
屈
指
の
名
門
を
、
２
０
０
１
年
12
月

よ
り
牽
引
し
て
い
る
の
が
、
前
立
腺
が
ん
の

権
威
と
し
て
知
ら
れ
る
荒
井
陽
一
・
第
３
代

教
授
。
就
任
と
と
も
に
掲
げ
、
今
も
変
わ
ら

ぬ
モ
ッ
ト
ー
は
、「
優
れ
た
臨
床
、
研
究
、
教

育
を
通
じ
た
“
人
づ
く
り
”」
で
あ
る
。

　
男
女
を
問
わ
ず
新
生
児
か
ら
超
高

齢
者
ま
で
を
対
象
と
し
、
多
様
な
泌

尿
器
科
疾
患
の
克
服
に
取
り
組
む
同

教
室
。
臨
床
の
方
針
は
、
治
療
侵
襲

を
少
な
く
し
、
機
能
温
存
に
努
め
る

こ
と
、
併
せ
て
、
幅
広
い
治
療
オ
プ

シ
ョ
ン
の
す
べ
て
で
、
最
高
レ
ベ
ル

の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
だ
。

　
荒
井
教
授
が
着
任
と
同
時
に
拡
充
を
図
っ

た
の
は
前
立
腺
が
ん
分
野
。
県
内
で
の
Ｐ
Ｓ

Ａ
検
診
に
関
わ
り
な
が
ら
早
期
発
見
に
力
を

注
ぎ
、
手
術
の
ほ
か
、
密
封
小
線
源
療
法
、

I
Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
放
射
線
療
法
、
内
分
泌
療

法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
用
意
し
な
が

ら
治
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

 

「
電
気
刺
激
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
勃
起

神
経
温
存
や
、
自
家
神
経
移
植
に
よ
る
神
経

再
建
術
な
ど
を
駆
使
し
て
、
前
立
腺
が
ん
手

術
全
体
で
の
神
経
温
存
率
は
お
よ
そ
95
％
。

性
機
能
回
復
に
こ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
で
し
ょ
う
」

と
荒
井
教
授
。
比
類
な
い
実
績
を
頼
っ
て
、

日
本
全
国
か
ら
前
立
腺
が
ん
患
者
が
訪
れ
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
特
色
は
、
副
腎
手

術
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
腹
腔
鏡
下
で
行
い
、

手
術
件
数
は
年
間
１
０
０
件
を
突
破
し
て
国
内

最
多
。と
く
に
そ
の
80
％
は
原
発
性
ア
ル
ド
ス

テ
ロ
ン
症
で
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
症
例
数
だ
。

 

「
原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
は
、
こ
れ

ま
で
非
常
に
稀
な
疾
患
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
、
本
態
性
高
血
圧
症
の
約
５
〜

10
％
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
本
態
性
高
血
圧
症
患
者
は
国
内
に
約

３
０
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
る
。し
た
が
っ
て

本
症
の
潜
在
患
者
は
１
０
０
万
人
以
上
と
推
定

さ
れ
、
今
後
き
わ
め
て
重
要
な
疾
患
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
院
で
は
内
科
、
放
射

線
科
、
病
理
、泌
尿
器
が
一
体
と
な
っ
て
ア
ル

ド
ス
テ
ロ
ン
産
生
微
少
腺
腫
を
含
め
て
的
確

な
診
断
・
治
療
に
あ
た
り
、
本
邦
に
お
け
る

こ
の
疾
患
の
診
療
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
精
巣
腫
瘍
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
腹
膜
リ
ン

ラットモデルを用いて腹圧性尿失禁のメカニズム解明に取り組む。
写真は、クシャミラット研究の第一人者である海法康裕助教、宮里
実助教の指導の下に研究を行う川守田直樹大学院生

70年代後半、私が取り組み始めたころの
前立腺がんは、今とは違ってきわめて稀
で、しかも発見されたときはすでに進行著
しく、手術法も確立されていない疾患でし
た。これを何とかしたいとの思いで、触診
などの診断技術を磨いて早期発見に努め、
初めて手術に挑戦。当然PSAのない時代
でしたが、注意深く診ていると次々手術適
応の早期患者さんが見つかりました。今も
スタッフには、「漫然と患者さんを診てい
ると、患者さんも疾患も素通りしてしまう」
と言っています。患者さんを注意深く診る
こと。そこから優れた臨床と研究、教育の
萌芽が垣間見えてくるものです。

1953 年　山形県生まれ
1978 年　京都大学医学部医学科卒業　同附属病院泌尿器科研修医
1979 年　公立豊岡病院泌尿器科医員
1985 年　同医長
1987 年　京都大学医学部附属病院泌尿器科助手
1990 年　同講師
1993 年　倉敷中央病院泌尿器科主任部長
2001 年　東北大学大学院医学系研究科・泌尿器科学分野教授
2003 年　東北大学病院長特別補佐
2004 年　東北大学病院副病院長、人事戦略室長
日本泌尿器科学会理事、日本癌治療学会評議員などを務める。
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パ
節
郭
清
術
で
は
、
日
本
で
最
初
に

先
進
医
療
に
認
定
さ
れ
、
射
精
神
経

の
温
存
に
傾
注
。
腎
が
ん
・
腎
盂
尿

管
が
ん
の
多
く
で
腹
腔
鏡
手
術
を
採

用
す
る
な
ど
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
低
侵
襲
に

徹
底
し
て
配
慮
し
た
臨
床
を
実
践
し

て
い
る
。

 

「
高
い
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を
持
つ

こ
と
が
、
充
実
し
た
臨
床
と
、
医
師

と
し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が

る
」
と
、
荒
井
教
授
。

　
研
究
面
で
特
筆
す
べ
き
は
、
や
は
り
教
授

の
専
門
で
あ
る
前
立
腺
が
ん
だ
。
一
般
的
に

は
Ｐ
Ｓ
Ａ
4.0　
ng
／
ml
以
上
で
が
ん
を
疑
う
が
、

教
室
で
は
集
団
検
診
な
ど
を
通
じ
て
詳
細
な

デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
4.0　
ng
／
ml

以
下
も
対
象
に
含
め
、
よ
り
精
度
の
高
い
診

断
基
準
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
る
。
ま
た
「
前

立
腺
の
神
経
温
存
手
術
で
機
能
が
戻
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
札
幌
医
大
と
の
共

同
研
究
で
神
経
温
存
前
立
腺
全
摘
の
動
物
モ

デ
ル
を
確
立
し
、
原
因
究
明
に
肉
薄
し
て
い

ま
す
」

　
同
じ
く
動
物
実
験
で
は
、
腹
圧
性
尿
失
禁

の
モ
デ
ル
動
物
を
形
成
し
、
新
し
い
治
療
の

開
発
に
着
手
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
田

中
耕
一
氏
を
輩
出
し
た
同
大
工
学
部
と
の
協

働
に
も
熱
心
で
、
仙
骨
部
分
に
与
え
る
一
定

の
電
気
刺
激
が
排
尿
障
害
に
有
効
で
あ
る
こ

と
を
発
見
し
、
電
気
刺
激
治
療
装
置
を
開
発
・

実
用
化
。
重
度
の
尿
失
禁
に
対
す
る
唯
一
の

根
治
療
法
で
あ
る
人
工
尿
道
括
約
筋
も
開
発

中
だ
。

　
加
え
て
疫
学
調
査
も
推
進
し
て
お
り
、
仙

台
市
宮
城
野
区
の
鶴
ヶ
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

昨
年
度
の
国
際
尿
禁
制
学
会
の
学
会
賞
を
受

賞
。
住
民
約
１
０
０
０
人
を
対
象
に
排
尿
お

よ
び
性
機
能
の
診
察
を
実
施
、
３
年
後
に
再

度
調
査
し
た
結
果
、
夜
間
頻
尿
が
健
康
寿
命

を
阻
害
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
突

き
止
め
た
の
だ
。

　
臨
床
に
直
結
す
る
研
究
業
績
だ
け
で
な
く
、

近
年
さ
ま
ざ
ま
な
生
命
現
象
へ
の
関
与
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
“
糖
鎖
”
関
連
の
基
礎

研
究
で
も
世
界
的
な
注
目
を
集
め
る
。
教
室

で
は
、
他
に
先
駆
け
約
20
年
前
か
ら
糖
鎖
の

探
究
に
着
手
、
す
で
に
が
ん
の
新
し
い
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
に
な
り
得
る
抗
原
を
発
見
す
る
な

ど
際
立
っ
た
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
現
在
は

が
ん
以
外
の
領
域
に
も
幅
を
広
げ
な
が
ら
、

そ
の
研
究
を
深
化
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
手
術
件
数
な
ど
臨
床
結
果
や
、
教
室
員
に

よ
る
研
究
成
果
は
す
べ
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
教
授
自
身
が

逐
次
改
訂
の
指
示
を
出
す
。「
ス

タ
ッ
フ
の
学
会
発
表
な
ど
は
、
な

る
べ
く
迅
速
に
掲
載
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」。
こ
の
細
や
か
な
気

配
り
も
、
教
室
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
要
因
で
あ
る
。

 

「
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
で
は
、
泌
尿
器

は
非
常
に
人
気
の
高
い
診
療
科
で
、

競
争
率
も
高
い
。
近
い
将
来
日
本
が
そ
う
な

れ
る
よ
う
、
優
秀
な
泌
尿
器
科
医
を
た
く
さ
ん

育
成
し
て
い
き
た
い
」
と
、
荒
井
教
授
は
つ
ね

に
柔
和
な
そ
の
表
情
を
引
き
締
め
た
。

　
こ
の
た
め
後
期
研
修
に
は
と
く
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
関
連
病
院
が
集
ま
っ
て
専
門
医

教
育
委
員
会
を
組
織
、
泌
尿
器
科
領
域
全
般

に
わ
た
っ
て
効
率
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
隣
接
す
る
宮
城

県
立
こ
ど
も
病
院
で
、
多
数
の
小
児
泌
尿
器

の
症
例
を
経
験
で
き
る
の
も
、
こ
の
教
室
な

ら
で
は
の
特
徴
だ
。

　
現
在
、
助
教
以
上
の
７
名
が
、
泌
尿
器
腹

腔
鏡
手
術
技
術
認
定
医
の
資
格
を
備
え
る
。

豊
富
な
手
術
件
数
を
背
景
に
、
技
術
向
上
を

果
た
す
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
高
度
な
臨
床
レ

ベ
ル
を
、
教
育
面
の
充
実
に
結
び
つ
け
る
好

例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も“
人
づ
く
り
”

は
、
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
、
と
教
授
は
自
ら

を
戒
め
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、「
ま
だ
ま
だ
前
立
腺
が

ん
の
成
績
は
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
し
、

内
視
鏡
手
術
で
も

も
っ
と
新
し
い
、
優

れ
た
術
式
が
生
ま

れ
る
で
し
ょ
う
」

　
現
状
に
満
足
し

た
ら
進
歩
が
な
い
。

変
わ
る
こ
と
を
恐

れ
ず
、
挑
戦
し
続

け
ま
す
、
と
、
見

す
え
た
目
線
に
迷

い
は
な
か
っ
た
。
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荒
あ ら い よ う い ち

井陽一 教授

臨
床
の
キ
ー
ワ
ー
ド
、
低
侵
襲
・
機
能

温
存
・
高
度
な
治
療

幅
広
い
臨
床
研
究
に
加
え
て

糖
鎖
の
基
礎
研
究
に
世
界
が
注
目

日
本
の
泌
尿
器
科
医
療
を
牽
引
し

優
秀
な
泌
尿
器
科
医
を
育
成
す
る

泌尿器腫瘍基礎研究の特徴の一つに糖鎖
生物学の研究がある。東北大泌尿器科で
は 20年以上の歴史があり、これまで系
統的かつ膨大な業績が蓄積されている。
写真は、伊藤明宏講師の指導の下、腎癌
の糖鎖研究をする川崎芳英大学院生

開創手術においても、小切開で侵
襲を少なくするとともに、できる
だけ腹腔鏡モニター画面を利用し
て手術教育に努めている。記録さ
れたビデオはDVDとしてデータ
ベース化されている。研修する医
師はいつでも参照したい術者・術
式のビデオに簡単にアクセスでき
るようになっている

病理医との早朝合同カンファレンス風景。カンファレンスは毎朝7
時半から始まり、限られた時間内で症例検討、抄読会、放射線カンファ
レンス、病理カンファレンスなどが効率よく行われる。夕方5時以
降のdutyはなく、各自の自主性に任される


